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資料１



こうした事項を踏まえ、今後も持続可能な水道事業を経営していくため、
審議会から客観的かつ多角的な意見をいただきながら、
高槻市水道事業の新たな計画を策定する必要がある
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高槻市水道事業審議会設置の目的

• 水需要の減少に伴う料金収入の減少の中、水道施設や水道管（管路）の
更新、耐震化需要は高まっている

• 水道法の改正や、大阪においては府域一水道に向けた取り組みなど、水
道事業体を取り巻く環境は変化の時期を迎えている

• 大阪府北部地震や平成30年台風第21号の発生のほか、将来予想される災
害への不安など、使用者が水道に求めるニーズはより高度化し、多様化、
複雑化している

• 高槻市水道事業基本計画（2011～2020）、
高槻市水道事業経営効率化計画（2016～2020）が終期を迎える
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審議会の進め方
-「高槻らしい」計画を作るために-

国が目指す
水道の理想像

（厚労省、総務省）

高槻市
水道事業

目標達成に向けた
取組方針

３つの観点（水道事業ビジョン）

安全 強靭持続

高槻市水道
事業審議会

３つの観点に留意しながら、
現状と将来を分析し、

高槻がもつ強みや資産を活用して
課題解決を図る

＝「高槻らしい」計画

知見、助言、
意見、要望、審議など
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今後の予定（案）
回 開催時期 審議テーマ

第１回 2019年6月 ・諮問
・高槻市水道事業の次期計画の策定にあたって

第２回 8月 ・高槻市水道事業が目指す「安全」について

第３回 10月頃 ・高槻市水道事業が目指す「強靭」について

第４回 12月頃 ・高槻市水道事業が目指す「持続」について①

第５回 2020年2月頃 ・高槻市水道事業が目指す「持続」について②

第６回 4月頃 ・次期計画の方針素案の提示
・答申（案）のまとめ

第７回 6月頃 ・答申
・次期計画原案の提示

第８回 11月頃 ・パブリックコメント実施後の次期計画原案への
反映状況について

第9回以降 必要に応じ開催 未定
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